
道路・街路事業

○都市計画道路の敦賀駅東線

整備中の北陸新幹線敦賀駅東広場と国道８号バイパスを結ぶ幹線道路です。

○国道４１６号の白方・布施田バイパス

国道416号は、福井港およびテクノポート福井と福井市中心街を結び、北陸自

動車道福井北ＩＣへアクセスする幹線道路です。

○福井港丸岡インター連絡道路

福井港およびテクノポート福井と北陸自動車道丸岡ＩＣを結び、物流や交通安全

の観点から効果が期待される地域高規格道路です。

河川・砂防事業

○竹田川の改修

河川の氾濫を防ぐための改修を進めています。

○吉野瀬川ダム

洪水を防ぐためのダムを整備しています。

国の事業に対する負担金

○中部縦貫自動車道

○国道４１７号  冠山峠道路 白方・布施田バイパス

新分野への挑戦
現在、自動車の製造分野では、電気自動車や水素自動車をさらに普及させるため、車体

の軽量化が課題とされています。この課題を解決する素材として、軽くて丈夫な炭素繊

維が最も有力視されていますが、製造に時間や費用が掛かるため、現在は一部の高級

車にしか採用されていません。

今回、東京の樹脂メーカー、県内の繊維メーカーと炭素繊維を薄く加工する「開繊技術」

の特許を持つ県工業技術センターの三者が低コストで大量生産可能な炭素繊維素材を

開発するための共同研究を行い、自動車製造分野への展開を図ります。

重要港湾の利用促進
来年４月、敦賀港と博多港の間にＲＯＲＯ船（トレーラーなどの荷物を積んだ車両ごと輸

送できる貨物船）の航路が新たに開設されます。この航路での荷物の積み下ろし作業場

所を確保するため、金ヶ崎と鞠山南地区のふ頭用地に照明設備と積み荷置き場を整備

します。当面、博多便は週３便運航され、将来的にはさらに便数が増えていく予定です。

既に就港している苫小牧便と合わせると、敦賀港は北海道から九州を結ぶ物流の重要

な中継点となります。

 福井ふるさと元気宣言の実現

交流人口の拡大
大規模なコンベンション機能を備えたホテルを誘致
主にものづくり企業を対象としている企業立地の補助金制度に、ホテルへの支援を追

加しました。新たに対象とするのは、大規模なコンベンション機能（会議場）を備え、客室

の数・広さなどの条件を満たす、国際的に知名度の高いホテル。

４年半後に北陸新幹線敦賀開業が迫り、県内の新幹線駅周辺などを中心に民間企業の

出店や進出が活発化しているなか、ホテルの立地はさらなる投資を促進します。また、新

幹線の開業にともない来県する観光客やイベント参加者など交流人口の受け皿となる

ことから、積極的に誘致を進めます。

ワールドマスターズゲームズの開催決定
2021年、概ね３０歳以上なら誰でも参加できる

生涯スポーツの国際大会「ワールドマスターズ

ゲームズ2021関西」ライフセービング競技を高浜

町で開催します。今後、県内に実行委員会を設置

し、競技開催に向けた具体的な準備を進めます。

国内外から多くの選手や大会関係者、観客の

来県が見込まれることから、若狭の美しい海や

自然、食文化の発信にも繋がります。大会は、

2021年5月14日から30日までの17日間、福井

を含め、関西各地において35競技が実施されます。

地域医療の充実
地域におけるかかりつけ医機能の強化と在宅医療

の充実を図るため、今回、永平寺町が来年４月の開

業を予定している町立診療所の設置を支援します。

診療所は、福井大学病院と連携して、外来診療と24

時間対応の訪問診療を行い、地域住民の日常の健

康管理を含めたさまざまな病気に対応します。

また、研修医が患者の入院から外来、在宅医療までを総合的に学ぶ、人材育成の場とし

て活用することも予定しています。

安全・安心ふくい
今年６月に発生した大阪北部地震の際、建築基準法に適合していないブロック塀が倒

壊し、下敷きになった児童が亡くなるという痛ましい事故が発生しました。

これを受けて県立学校に設置されているブロック塀などの点検を実施し、基準に合わな

いと判明した箇所の対策工事を行うことで、生徒の安全を確保します。

９月定例県議会において、一般会計で94億円の予算が成立しました。

北陸新幹線敦賀開業を見据えた交流人口の拡大や、福井が誇る炭素繊

維の技術による新分野への挑戦、地域医療の充実、重要港湾の利用促進

など、「福井ふるさと元気宣言」に基づく施策をさらに充実させるほか、平成

30年7月豪雨被害復旧のための予算を編成しました。
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  平成30年７月豪雨被害の復旧
７月4日から８日にかけて、県内の広い範囲が記録的な大雨に見舞われました。大雨に

よる道路や河川、林道など、土木・農林施設の被害は３９３か所、被害総額約４９億円に

及んでいます。県は、被害を受けた施設の一日も早い復旧を目指します。

○国道３０５号（福井市居倉）

土砂崩れにより通行不能となっており、冬ま

でに通行できるよう海側に仮設道路を設置

します。来年度末までに、元の道路の復旧工

事を完了します。

○国道３０５号（越前町血ケ平）

土砂や倒木を撤去し、８月２日に片側通行が

可能となりました。

来年10月までに落石防止柵の設置などの復旧工事を完了します。

  社会基盤の整備を促進
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主な被害と県の対応

主な事業

ロ ー ロ ー

国体・障スポまで

あと12日

新航路 敦賀港～博多港

東京の樹脂メーカー

県内の繊維メーカー

県工業技術センター

炭素繊維シート

製造装置の開発、

大量生産化・低コスト化

のための研究

炭素繊維を使用した

ボディ部材で車両の

軽量化を実現

自動車メーカー

炭素繊維を用いた車のボンネット

若狭和田海水浴場（高浜町）

敦賀港に接岸するRORO船

ちがだいら

博多港

敦賀港

苫小牧港

←至白方

至布施田↓

復旧が進む国道305号（越前町血ケ平）

９月補正予算が成立９月補正予算が成立９月補正予算が成立


